プラド美術館展　－スペイン宮廷美への情熱
三菱一号館美術館（開館５周年記念）（東京・丸の内）　2015.10.10〜2016.01.31
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　1819年に王立美術館として開館した「プラド美術館」は、世界でも稀な質と規模のコレクションを誇ることで名高い。15世紀以降歴代のスペイン王たちの美術への熱意と嗜好によって収集された作品群は、それぞれの国王の趣味が色濃く反映された得意な作品群を非常に数多く保有していることで知られている。
　本展覧会では、コレクションの中からスペイン三大画家と称される「エル・グレコ」「ベラスケス」「ゴヤ」をはじめ、フランドルの巨匠「ボス」「ルーベンス」「ムーリーリョ」など、ヨーロッパ史を彩った画伯たちの作品が一堂に会する催事として注目されている。　
　ポスターの写真は、アントン・ラファエル・メングス≪マリア・ルイサ・デ・パルマ≫ 1765年油彩・カンヴァス作品で、スペイン王「カルロス４世」のお妃の結婚当時の美しい容貌を描いたものである。
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　ヒエロニムス・ボス　≪患者の石の除去≫
1500〜10年頃　油彩・板
　初期ネーデルランド絵画史で異彩を放つ「ボス」の作品で、当時流布した寓話で摘出される（本来ある筈がない）頭の中の石は、大衆の無知や愚かさの意味であるとされている。
　作品上部に記された銘文は、“先生、早く頭の中の石を切除して下さい。私の名はルツベルト・ダスです”と解釈されている。
　画伯は、宗教画を主としながら、植物、動物、人間を組み合わせた摩訶不思議な生き物や怪物を描いた、怪奇な作風で知られた画家である。
　本展の見どころは、１）情熱が生んだ個性豊かなコレクション。２）ヨーロッパ絵画史を彩る巨匠たちの饗宴。３）小さな作品ならではの貴重な鑑賞機会であると紹介されている。
